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「電子申告の達人」で行う
「所得税の達人」の電子申告

＜申告編＞
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電子申告作業 事前準備の流れ

達人プログラムのアップデート
達人Cube本体、「所得税の達人」、「電子申告の達人」のアップデートを最新にして下さい。

電子申告へ

事業者情報の設定
「所得税の達人」 基本情報へ顧問先の利用者識別番号の登録を行って下さい。昨年電子申告している顧問先は引き継がれた基
本情報を念のためご確認下さい。

データ管理の達人の利用あり
⇒ 事業者データベースに登録後、「所得税の達人」の基
本情報に取込して下さい。

データ管理の達人の利用なし
⇒ 「所得税の達人」の基本情報に直接登録して下さい。

税理士情報の設定
「所得税の達人」 基本情報へ税理士情報の登録を行って下さい。
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1.達人Cubeに対する準備

1-1. アップデートの確認
1-2. 事業者情報の確認（利用者識別番号）
1-3. 税理士情報の確認（利用者識別番号等）
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1-1. アップデートの確認
• 電子申告を開始する前に達人のプログラムが最新にアップデートされているか

確認して下さい。

「達人Cube」、「達人シリーズ」
の順に確認して下さい。

「更新の必要はありません。」と
表示されていれば、お使いのコ
ンピュータは最新状態です。
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1-2.事業者情報の確認
• 「基本情報の登録」に顧問先の「利用者識別番号」が登録されているか確

認して下さい。

 「データ管理の達人」に顧問先情報を登録している場合は、事業者情報を取り込むことができます。
＊「（参照）データ管理の達人を利用した利用者識別番号の登録」、および「事業者情報の取込」をご確認下さい。

 「データ管理の達人」を利用していない場合は、「所得税の達人」基本情報に直接登録して下さい。

※【参照】ボタン
すでに別税目で電子申告を行っている
場合のみ、電子申告の達人から利用者
識別番号を取込することができます。

※
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（参考）データ管理の達人を利用した
利用者識別番号の登録

• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に顧問先情報を登録しておけば、各申
告書作成ソフトで参照して情報を取り込むことができます。

①【データ管理の達人】を起動して下さい。
②【事業者データベース】⇒【DATABASE（既定）】をクリックして下さい。
③一覧から該当顧問先を探しダブルクリックして下さい。
④該当欄をダブルクリックして内容を変更できます。
⑤左側【個人情報】をクリックすると、個人情報が表示されます。
⑥該当欄をダブルクリックして内容を変更できます。

③

②

該当顧問先が
ない場合、【新
規作成】から登
録して下さい。

達人
ソフト

④
⑤

「利用者識
別番号」「利
用者IDを登
録して下さい。

⑥
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• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に登録した顧問先情報を【基本情報の
登録】に取込します。

 所得税の達人、基本情報に取り込む操作です。
① 所得税の達人のデータを開いて下さい。
② 【基本情報の登録】⇒【事業者一覧】をクリックして下さい。
③ 事業者データベースを選択して、【確定】をクリックして下さい。
④ 事業者一覧が表示されますので、該当顧問先を選択して【確定】をクリック。

（参考）データ管理の達人を利用した
事業者情報の取込(1/2)

②

達人
ソフト

④
③

通常は
「DATABASE(既定)」
でOK

②
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⑤ 差異のある項目が表示されますので、確認し、【確定】をクリックして下さい。
→表示された項目が上書きされます。

⑥ 【確定】をクリックし、所得税の達人を終了して下さい。（終了時、保存することを忘れないで下さ
い。）

（参考）データ管理の達人を利用した
事業者情報の取込(2/2)

⑤
⑥

達人
ソフト

利用者識別番号、利用者
IDが取込できました。

【事業者情報に取り込むものがない場合】
→④の後で、「登録されている基本情報は、

データ管理の達人の登録されている事業
者情報と同一です。」と表示されます。
【OK】をクリックして下さい。
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1-3. 税理士情報の確認
• 「基本情報の登録」に税理士の「利用者識別番号」が登録されているか確認し

て下さい。
【基本情報の登録】⇒【税理士情報】⇒【税理士一覧】をクリック。

達人
ソフト

未登録の場合は、【税理士
一覧】をクリックして登録して
下さい。
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• 達人Cubeに税理士情報を登録する操作方法です。一度登録しておけば、各申
告書作成ソフトで参照して取り込むことができるようになります。

① 【達人Cube】⇒【アカウント管理】⇒【契約者情報変更】で表示されるウィンドウの内容を入力し
て下さい。

※達人Cubeには、Administrator（管理権限のあるＩＤ）でログインして下さい。

達人
ソフト

（参考） 税理士情報の登録（1/2）

11



② 【達人Cube】 ⇒ 【アカウント管理】 ⇒ 【利用者一覧】 ⇒ 【利用されているID】 ⇒ 【利用者
情報変更】 ⇒ 【詳細情報】で表示されるウィンドウの内容を入力して下さい。

個人の先生は、代表税理士
としてご登録下さい。

達人
ソフト

（参考） 税理士情報の登録（2/2）
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2.申告のお知らせの確認

• 前年に電子申告を行った顧問先（委任関係登録
済）に対する準備作業です。「申告のお知らせ」を確
認します。
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2.申告のお知らせの確認（1/6）

① 電子申告の達人を起動し、「国税」【5.メッセージの確認・納
付】→【メッセージのダウンロード】をクリック。

② 表示された一覧から、税理士のチェックボックスをクリックしㇾ点を
つけ（複数選択可能）、【確定】をクリック。

③ 問合せに対しては、【OK】をクリック。
④ e-Taxへのログイン画面が表示されますので、暗証番号を入力

し【確定】をクリック。

①

③

④

②

14



2.申告のお知らせの確認（2/6）

→ e-Taxシステムへログインすると、「追加認証」画面が表示されます。

⑤ 証明書を「読み込む」を選択して【OK】をクリック。
⑥ 「メッセージボックス閲覧申請」画面が表示されるので、【認証局サービス名】をク

リックして【日税連 税理士用電子証明書（第四世代）】を選択し、【申請】を
クリックして下さい。

⑥

⑤
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2.申告のお知らせの確認（3/6）

→ メッセージのダウンロードが開始されます。

⑦ 「すべての処理が完了しました」と表示
されたら、【閉じる】をクリック。

⑧ ダウンロードされたメッセージ一覧から、
該当顧問先の手続き名：「所得税等、
消費税及び贈与税の申告について」を
ダブルクリックして下さい。

⑦ ⑧
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2.申告のお知らせの確認（4/6）

⑨ メール詳細が表示されますので、
【お知らせ】をクリック。

→「申告のお知らせ」が表示されます。

⑨
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お知らせなどのメッセージ確認の際に、大量のメッセージから該当
メッセージを探すのは非常に大変ですので、一番単純でわかりやす
い表示方法の一例をご案内します。

2.申告のお知らせの確認（5/6）

見出し「格納日時」の項目名を
2回クリックしても→格納日時順
（降順▼）に並びます。
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所得税の達人に、e-Taxのメッセージボックスから予定納税額を取
込して下さい。
・「第一表」㊻ 「基本情報の登録」での入力から「第一表」での直接登録に作業方法が変わりました。

2.申告のお知らせの確認（6/6）

【参照】ボタンをクリックすると、
を取込できます。
納税額を手入力で登録する
こともできます。
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Memo
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3.所得税の達人（令和元年分版）
機能追加

電子申告に対するエラーチェック機能が追加

• 基本情報の登録【申告情報】タブに【利用者識別番号】の登
録がある場合のみ電子申告するデータと判断され、エラーがあ
る場合、画面切替時にエラーメッセージが表示されるようになり
ました。

• 特定の項目のみ電子申告可能な桁数を超えているかどうか
確認します。
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3.所得税の達人（令和元年分版）
機能追加（1/3）

対応帳票
青色申告決算書 一般用（3ページ）、不動産所得用（3ページ）、農業所得用（3ページ）
収支内訳書 不動産所得用（2ページ）
医療費控除の明細書
医療費控除の明細書（次葉）
【入力用】医療費に係る領収書等

① 基本情報の氏名欄文字数チェック、そのほか下記の帳票に
【電子申告桁数確認】ボタンが追加されました。
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3.所得税の達人（令和元年分版）
機能追加（2/3）

（例）青色申告決算書 一般用3ページ

ページを切り替えようとする際、エラーがあればメッセージ
が表示されます。【電子申告桁数確認】から詳細を確認
して下さい。
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3.所得税の達人（令和元年分版）
機能追加（3/3）

② 「業務エラーチェック」に「電子申告エラーチェック（特定項目の
み）」が追加されました。（利用者識別番号の入力有無は関係なし）

帳票内でもチェック機能はあ
りますが、電子申告作業前
にはご確認下さい。
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4.所得税の達人で作成する帳票

電子申告するには、以下の帳票を作成して下さい。
・決算書又は収支内訳書
・申告書及び添付資料
・第三者作成書類の作成※１、送信票（兼送付書）
・税務代理権限証書等

※１：第三者作成書類（領収書等）を税務署へ提出しない
場合は、必ず作成して下さい。
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4.所得税の達人で作成する帳票（1/5）
決算書

１㌻～４㌻までを、
財務ソフトからの連
動及び手入力等
で作成して下さい。
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4.所得税の達人で作成する帳票（2/5）
申告書及び添付資料

【■入力用帳票】を作成頂
くと申告書、第三者作成書
類の記載事項に情報が自
動転記されます。

入力用帳票 申告書及び添付資料

申告書及び添付資料を
作成して下さい。
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4.所得税の達人で作成する帳票（3/5）
第三者作成書類の記載事項

この資料は、電子申告において「第三者
作成書類の添付省略」を選択する場合は、
送信する必要があります。
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4.所得税の達人で作成する帳票（4/5）
送信票（兼送付書）

「送信票」は電子申告必須資料です。
今バージョンから帳票の作成状態によ
り提出区分が自動設定されるようにな
りました。自動設定の結果を念のため
ご確認下さい。

従来通り手動設定する場合は、【帳票設定】をクリックし
て「手入力で作成する」を選択して下さい。

送信（送付）書類名に名称がないものは【帳
票設定】を「手入力で作成する」に変更し、【新
規登録】として手入力して下さい。

「その他」欄をダブルクリックすると
入力画面が表示されます。
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4.所得税の達人で作成する帳票（5/5）
税務代理権限証書

「税務代理権限証書」及び「税理士
法第33条関連」の書面を作成して下
さい。

作成は完了です。 30



5.申告書作成時の注意点

• 所得税の達人申告データ作成時における注意点をピックアッ
プしました。
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5.申告書作成時の注意点（1/4）

• 申告書A/B 第一表
提出年月日を設定する場合、「年月日」をきちんと登録して下さい。

日付の中途半端な
入力は電子申告で
エラーになります。
ご注意下さい。
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5.申告書作成時の注意点（2/4）

• 第三表と第四表の同時作成について（1/2）

国税庁の「申告書の仕様区分」によれば、第三表と第四表は
同時に作成できません。
このため、所得税の達人でも同時作成はできません。
損失申告（第四表を利用）で第三表を作成したい場合に
は、データを複写して第三表のみ紙で印刷をして下さい。
※e-Taxはイメージデータ送信を受け付けておりません。

33



5.申告書作成時の注意点（3/4）

• 第三表と第四表の同時作成について（2/2）
作業する場合は、【データ管理】を開
き、同じデータベースを選択します。
第三表を作成したいデータを選択し
て【F8：複写】をクリックて下さい。
【複写先】のコードは元のコード番号
に「a」を追記するなどで対応して下
さい。
複写したデータで第三表を作成し、
印刷して下さい。

同じデータベース
を参照させる。
同じデータベース
を参照させる。

⇒ 複写データは書面で提出して下さい。
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5.申告書作成時の注意点（4/4）

• （特定増改築等）住宅借入金等特別控除額の計算明細書

【電子交付希望】ボタンは触ら
ない！

「希望する」を選択して申告し
た場合、控除証明書が納税
者本人のメッセージボックスに
格納され、書面での郵送は行
われません。
また、委任関係のある税理士
にも転送されないためご注意
下さい。
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Memo
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6. 所得税の電子申告

6-1.電子申告データを作成する。
（【取込】）

※エラーが発生した場合の処理
6-2.署名を付与する。（【署名】）
6-3.送信する。（【送信】）
6-4.受信通知を確認する。
（【メッセージ確認】）
（その他）イメージ添付書類の作成
（その他）準確定申告

③ 署名・送信

① 申告・申請データの作成

④ メッセージの確認を行い終了

② 電子申告の達人への取込み

「所得税の達人」で操作

「電子申告の達人」で操作
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① 「国税電子申告」→【1.取込】をクリックして下さい。
② 作業がしやすいように「送信済みデータを表示しない」にチェックを付けてから【達人シ
リーズからの取込み】をクリックして下さい。

6-1.取込(1/5)

チェックすると「作成状況」が
「送信済」になっているデー
タは、表示されなくなります。

①

②

【電子データを作成する】
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③ 【手続きの種類】【法人個人区分】を選択し、【次へ】をクリックして下さい。
④ 【税目】【申告年度】【手続き名】を選択し、【確定】をクリックして下さい。

6-1.取込(2/5)

→ インポートプログラムが起動されます。

③

④

手続きの書類：申告
法人個人区分：個人
を選択して下さい。

税目：所得税申告
申告年度：平成31（令
和1）年度
手続き名：「所得税及び
復興特別所得税申告」
を選択して下さい。

【準確定申告の電子申告について】
令和02年分の準確定申告の電子申告を場合、
「平成31（令和1）年度」を選択して下さい。
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6-1.取込(3/5)

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑤【次へ】をクリックして下さい。 ⑥【確定申告・修正申告】を選択し、
【次へ】をクリックして下さい。

⑦【参照】をクリックして下さい。 ⑧取込するデータにチェックをつけて、
【確定】をクリックして下さい。

複数選択可能です。
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6-1.取込(4/5)
⑨【次へ】をクリックして下さい。 ⑩【完了】をクリックして下さい。

⑪取込する帳票の名称が一覧表示されます。【確定】をクリックして下さい。

⑨ ⑩

⑪

チェックを外した帳票は
取込されません。
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6-1.取込(5/5)

⑫

→取込された申告データが表示されます。

⑫取込み完了メッセージが表示されます。
【閉じる】をクリックして下さい。
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6-1.取込 プレビュー

① プレビューするデータを選択し、【詳細】をクリックして下さい。
② 「帳票確認」画面が表示されます。【確定】をクリックして下さい。

【取込したデータの内容を確認する】

①

②
取込した帳票が切替できます。

【基本情報確認】
をクリックすると、基
本情報が確認で
きます。

→帳票のプレビュー画面が表示されます。
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Memo
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6-1.取込 エラーがある場合（1/2）

Ｑ．取り込んだデータにエラーがあるとメッセージが表示されたら？

Ａ．「1.取込」⇒【変更】ボタン
でエラー詳細を確認して下さ
い。
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6-1.取込 エラーがある場合（2/2）

【エラーの修正について】
• 原則として、エラー修正は「申告書作成ソフト」で行います。

⇒申告書作成ソフト（所得税の達人）のデータを修正した場合、再度「電
子申告の達人」に取込して下さい。

• ただし、エラー箇所が基本情報と文字項目の場合、「電子申告の
達人」で直接修正ができます。

⇒電子申告データを修正しても、申告書作成ソフト（所得税の達人）の
データは修正されません。別途、申告書作成ソフト側のデータも修正して下
さい。明細の記入などの理由でエラー箇所を申告書に残しておきたいという
場合は、電子データを直接修正して下さい。
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6-1.取込 帳票のエラー修正
① エラーのデータを選択し、【変更】をクリックして下さい。
② エラーになっている帳票をクリックして下さい。
③ 【エラー詳細】をクリックし、エラーの内容を確認して下さい。
④ 【プレビュー】をクリックし、エラーを修正して下さい。

①

状態が「エラー（値不正）」になっています。

帳票のプレビュー画面
が表示されます。文字
項目の修正ができます。

エラーの場所とエラー
内容が確認できます。

②

③ ④
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6-1.取込 基本情報のエラー修正
① 【基本情報】タブをクリックしてから、【編集】をクリックして下さい。
② 【確定】をクリックして下さい。
③ 基本情報エラー修正後、右上の【X】をクリックしてデータを保存して下さい。

①

②

エラーがある場合、エラーの内
容が表示されます。
基本情報のエラーを修正して
下さい。

③
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（参考）検証

① 「国税電子申告」→「2.検証」をクリックし、検証するデータにチェックをつけて下さい。
② 【スキーマチェック】をクリックして下さい。

スキーマチェック
が開始されます。

①

②

電子申告データのファイル構造に問題がないかをチェックする機能です。
検証を実施しなくてもデータを送信することができますので、この作業は省略することができます。
送信件数が多い場合、事前に検証を実施すると送信時間が短縮されます。

データに問題がない場合、
事前検証結果が「正常」
になります。
「正常」ではない場合、
データを修正して下さい。

全てのデータにチェックをつける場合、
【全選択】をクリックして下さい。
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6-2.署名(1/2)

① 「国税電子申告」→「3.署名」をクリックし、署名するデータにチェックをつけて下さい。
② 【署名追加】をクリックして下さい。
③ 認証局サービス名を選択し、【確定】をクリックして下さい。

全てのデータにチェックを
つける場合、【全選択】
をクリックして下さい。

①

②

③

「日税連 税理士用電子証明書（第四世代）」
を選択してください。

【署名を付与する】
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6-2.署名(2/2)
④ PINコードを入力し、【OK】をクリックして下さい。
⑤ 「電子証明書確認」画面が表示されたら、【OK】をクリックして下さい。
⑥ 「署名が完了しました」と表示されたら、【OK】をクリックして下さい。

署名済

作成状況が「署名済」
になります。

④

⑤

⑥
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6-3.送信(1/3)

① 「国税電子申告」→「4.送信」をクリックし、送信するデータにチェックをつけて下さい。
② 【送信】をクリックして下さい。
③ 「送信を行いますか？」と表示されたら、【はい】をクリックして下さい。

全てのデータにチェックを
つける場合、【全選択】
をクリックして下さい。

①

②

③

【送信する】
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6-3.送信(2/3)
④ 税理士の利用者識別番号が表示されていることを確認してから、【確定】をクリック

して下さい。
⑤ 「送信状況」画面が表示されたら、【完了】をクリックして下さい。

送信状況

完了

利用者識別番号 利用者名 状況
xxxxxxxxxxxx 税務 太郎 送信完了
申告・申請等データの送信が完了しました。

チェックをつけると暗証
番号が保存できます。

④

⑤

暗証番号に「***」が表
示されていない場合、暗
証番号を入力して下さい。

利用者識別番号が税
理士でない場合は、
【参照】から利用者を変
更して下さい。
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6-3.送信(3/3)
⑥ 「送信が完了しました。」と表示されたら、【OK】をクリックして下さい。

電子申の達人

OK

送信が完了しました。
詳細は「送信結果」ボタンよりご確認ください。

⑥

作成状況が「送信済」になって
いることを確認して下さい。

【送信済みデータを表示しな
い】のチェックを外すと、送信した
データが表示されます。
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6-3.送信 送信エラーがある場合

① 送信エラーのデータを選択をしてから、 【送信結果】をクリックして下さい。

※「即時通知」は電子申告の達人のデータベースに保存されています。

エラーの内容を確認して下さい。
エラーの原因を解消してから再送信して
下さい。

「即時通知」画面が表示されます。

【送信エラーの場合は、即時通知の内容を確認する】

56



6-4.メッセージ確認
メッセージは送信完了と同時に自動でダウンロードされます。
「5.メッセージの確認・納付」をクリックして、受付結果を確認したいデータを選択し、ダブルク
リックまたは【詳細】をクリックして下さい。

【印刷】ボタンから
印刷できます。

メール詳細が表示されます。

【PDF変換】ボタンから、送信した申
告書を印刷、保存できます。ここから
印刷すると、帳票の上部に「受付番
号」「受付日時」が表示されます。

→以上で送信作業は終了です。

【受信通知を確認する】

57



Memo

58



6-4.（参照）メッセージ確認（1/4）

① 「国税電子申告」→【5.メッセージ確認・納付】をクリックし、次に【メッセージのダウンロー
ド】をクリックして下さい。

② 「受信利用者確認」画面で利用者種別を「税理士」に設定して下さい。受信を行う税
理士の「受信要否」にチェックを入れて【確定】をクリックして下さい。

※国税メッセージは通常、送信完了と同時に自動でダウンロードされます。ただし、何らかの原因によ
り自動ダウンロードができなかった場合は、次の手順でメッセージのダウンロードをして下さい。

②

①
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6-4.（参照）メッセージ確認（2/4）

③ 「メッセージのダウンロードを開始します。よろしいですか？」と表示されたら【OK】をクリッ
クして下さい。

④ 税理士の利用者識別番号、利用者名であることを確認し、【暗証番号】を登録の上、
【確定】をクリックして下さい。

暗証番号が保存されていない場合、認証
画面が表示されます。

暗証番号を入力
し、【確定】をクリッ
クして下さい。

③

④
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⑤ 続いて、「追加認証」画面で、「読み込む」を選択して【OK】をクリックして下さい。

⑤

6-4.（参照）メッセージ確認（3/4）
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6-4.（参照）メッセージ確認（4/4）

⑥ 「メッセージボックス閲覧申請」画面で「認証局サービス名」を【日税連 税理士用電
子証明書（第四世代）】で選択し、【申請】をクリックして下さい。

⑥

⇒ダウンロードが開始されます。
受信したメッセージを確認して
下さい。
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• 【表示切替】からデータの並び順が変更できます。

（参考）データの並び順の変更

「メッセージ確認」画面
「格納日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。

「取込」～「送信」画面
「更新日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。
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（その他）イメージ添付書類の作成(1/4)

別途書面で提出する必要がある特定の添付書類について、イ
メージデータ（PDF形式）での提出が可能です。

• イメージデータで提出できる書類は、e-Taxで指定された書類に限られます。
• 1回の送信で、ファイル数は最大136ファイル、データ容量はPDFファイル合計で

最大8MBです。
• 同時送信、追加送信を併用した場合、最大11回まで送信できます。

※詳細はe-Taxのホームページをご確認下さい。
・イメージデータにより提出可能な添付書類

https://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/tetsuzuki6.htm#Link3
・添付書類のイメージデータによる提出について

https://www.e-tax.nta.go.jp/imagedata/imagedata1.htm
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（その他）イメージ添付書類の作成(2/4)
所得税の申告書を取込してから以下の手順を行って下さい。
① 「国税電子申告」→「1.取込」をクリック、該当の申告データを選択してから、【イメージ

添付書類の作成】をクリックして下さい。
② 【追加】をクリックして下さい。→「添付ファイル追加」画面が表示されます。
③ 【参照】をクリックして下さい。→「ファイルを開く」画面が表示されます。

①

②

③
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（その他）イメージ添付書類の作成(3/4)

④ 添付するファイルを選択し、【開く】をクリックして下さい。
⑤ 「添付書類名称」に任意の名称を入力し、【OK】をクリックして下さい。

④

⑤
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⑥ 右上の【×】をクリックして下さい。→「保存します。よろしいですか？」と表示されます。
⑦ 【はい】をクリックして下さい。

（その他）イメージ添付書類の作成(4/4)

複数のファイルを
追加する場合、
②～⑤の手順を
繰り返して下さい。

⑥

⑦

イメージ添付書類のデータが作成されました。
申告書と同様に、「署名」「送信」「メッセージ確認」をして下さい。
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• イメージデータを削除した場合、ゴミ箱から「完全削除」をして下さい。
「完全削除」ができていない場合、送信時に「同時送信方式のデータに紐付くデータが
一覧に存在しません。（紐付くデータが、フィルタされている可能性があります。）」と表
示され送信できません。

（参考）イメージデータ削除時の注意

【ゴミ場】を開き、該当のイメージ
データを【完全削除】の上、送信し
て下さい。
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（その他）準確定申告（1/4）

• 準確定申告書の電子申告について
令和2年分以降の準確定申告書は「所得税の達人（令和元年分版）」
で作成し、電子申告が可能です。
e-Taxで提出する場合には、以下の書類の提出が必要です。

番号 提出書類 作成方法 提出方法

① 所得税及び復興特別所得税の準確定申告書
（※1） 「所得税の達人」で

作成 「電子申告の達人」で
e-Taxに送信② 死亡した者の令和＿年分の所得税及び復興特別所

得税の確定申告書付表（※1）

③ 準確定申告の確認書（※2） 国税庁HPから印
刷の上、PDFにする

④ 委任状（※3） 国税庁HPから印
刷 書面提出
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（その他）準確定申告（2/4）

• 準確定申告書の電子申告 注意点
※1

「所得税及び復興特別所得税の準確定申告書」（以降、準確定申告書） 、「死亡した者の令
和＿年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書付表 」（以降、確定申告書付表）
準確定申告書をe-Taxで提出する場合は、相続人が1名の場合でも必ず申告書付表を提出する
必要があります。

※2
「準確定申告の確認書」
相続人が2名以上の場合、各相続人が申告内容を確認した上で、自署で署名・捺印した「準確
定申告書の確認書」をイメージデータ（PDF形式）で提出して下さい。

※3
「委任状」
相続人が2名以上いる場合で、相続人代表がその他の相続人が受け取るべき還付金を代表して
受け取る場合には、各相続人が申告内容や還付額等を確認した上で、自署で署名・捺印した「委
任状」の書面提出が必要です。

※その他
所得の種類等によっては、①～④の書類に加え、その他の書類の提出が必要となる場合があります。
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（その他）準確定申告（3/4）

帳票名：
「死亡した者の令和02年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書付表」

達人の帳票選択画面では、
「死亡した者の確定申告
書付表」となっています。
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（その他）準確定申告（4/4）

準確定申告を電子申告する場合は、基本情報「申告情報」タブの利用者識別
番号を相続人代表の利用者識別番号に変更する必要があります。
また、付表において【電子申告連動情報】を確認して下さい。
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